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    令和３年度 全国学力・学習状況調査の結果   千歳市立富丘中学校 

 保護者の皆様には、日頃から本校の教育活動にご理解とご協力をいただいておりますことに、心から感謝申

し上げます。 

 さて、本年５月に実施いたしました全国学力・学習状況調査の本校の結果がまとまりましたので、その概要

をお知らせいたします。本校では、この調査結果を踏まえ、生徒の学力向上に向けた行動プランを作成し、学

校の教育計画や日常の授業の改善に取り組んでまいります。 

 

１ 教科に関する調査結果 

 

 

 

 

①正答数の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
全道・全国と「同様」の分布を示しています。正答数の多い層の割合はやや低いが、正答数の少ない割合の層も低いこ

とから、正答率が全道・全国と同様になったと考えられます。 

 

②領域別の結果  

【話すこと・聞くこと】 
この領域の問題は３問あり、選択式の２問の正答率は全国とほぼ同様

でしたが、記述式の「話合いの話題や方向を捉えて、話す内容を考える

問題」の正答率は全国より２ポイントほど低くなりました。話題や展開

を捉えながら話し合うためには、何についてどのような目的で話し合っ

ているかといった、目指している到達点を常に意識することが大切で

す。 

 

【書くこと】 
この領域の問題は３問あり、選択式の１問と記述式の２問とも、全国

の正答率より高くなりました。特に「伝えたい事柄を相手に効果的に伝

わるように書く問題」の正答率は、全国より７ポイントほど高くなりま

した。 

 

【読むこと】 

この領域の問題は４問あり、選択式の１問、短答式の１問、記述式の１問の正答率は、全国と同様でしたが、「場面の展

開、登場人物の心情や行動に注意して読み、内容を理解する問題」の正答率は、全国よりも７ポイントほど低くなりまし

た。文学的な文章を読む際には、場面の展開や登場人物の相互関係、心情の変化などについて、描写を基に捉えることが

大切です。その際、目的に応じて、細部の描写にも着目しながら物事の様子や場面、行動や心情などの変化を丁寧に捉え

ることも大切です。 

 

【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】 
この領域の問題は４問あり、短答式の３問と選択式の１問の正答率とも、全国よりやや低くなりました。「文脈に即して

漢字を読む力」や「事象や行為などを表す語句についての理解」が求められます。 

国語 全国の平均正答率と比較して「同様」の結果でした。 

全国平均を１００としたとき 



 

2 
 

【正答数が低かった問題の例】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 四  文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをもつ問題です。文学的な文章を読んで自分の考えをもつ

ためには、「構造と内容の把握」や「解釈」の学習過程を通して、理解したことを他者に説明したり、他者の

考えやその根拠を知ったりすることが大切です。また、自分が文章をどのように捉えて解釈したのかを振り返

ることで、自分の考えを確かなものすることも大切です。 



 

3 
 

【正答数が高かった問題の例】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 二 質問の意図を捉える問題です。報告などを聞く際には、話の内容を理解するために、必要に応じて重要な情  

    報を書き留めたり、分からないことや知りたいこと、確かめたいことなどを話し手に尋ねたりすることが大

切です。 
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①正答数の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
全道・全国より「やや低い」分布を示しています。正答数が４問から６問の層の割合が多いことが、全道・全国との正

答率の差になったと考えられます。 

 

②領域別の結果 

【数と式】 
この領域の問題は５問あり、「数の性質について成り立つ

事柄の特徴を捉え、それを数学的に説明する問題」の正答率

は、全国と同様でしたが、短答式の３問と記述式の１問の正

答率は全国よりも５ポイント前後低くなりました。 

特に「具体的な場面を一元一次方程式で表す問題」の正答

率が低くなっています。具体的な問題を方程式を活用して解

決する際に、問題の中にある数量やその関係を捉え、等しい

数量関係に着目して方程式をつくり、それを解き、求めた解

を問題に即して解釈し、問題の答えを求めるといった一連の

活動を繰り返していくことが大切です。 

 

【図形】 
この領域の問題は４問あり、「ある条件の下で、いつでも成り立つ図形の性質を見いだし、それを数学的に表現する問題」

の正答率は、全国と同様でしたが、他の３問の正答率は全国よりも５ポイント前後低くなりました。 

特に「扇形を円の一部として捉え、中心角の大きさによって伴って変わる数量に着目し、その関係を見いだす問題」の

正答率は全国よりも９ポイント低くなっている。図形の性質を考察する場面では、事象の特徴を的確に捉えることや、辺

や孤の長さと面積の関係について理解していること、それらの関係を総合的に捉えことが大切です。 

 

【関数】 
この領域の問題は３問あり、短答式の２問と記述式の１問の正答率は全国よりも５ポイント前後低くなりました。特に

「事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明する問題」の正答率が低くなっています。具体的な場面におい

て、事象を単純化して、日常生活における問題を数学の問題として捉え、数学を活用して解決していくことが大切です。 

 

【資料の活用】 
この領域の問題は４問あり、「与えられたデータから中央値を求める問題」の正答率は全国よりも約１０ポイント高くな

りました。一方、「相対度数の必要性と意味の理解の問題」の正答率は全国よりも約８ポイント低くなっています。大きさ

の異なる二つ以上の集団のデータについて、その傾向を比較するために、相対度数が必要であることを理解していること

が大切である。 

 

 

 

数学 全国の平均正答率と比較して「やや低い」の結果でした。 

全国平均を１００としたとき 
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【正答数が低かった問題の例】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【正答数が高かった問題の例】 
 

 

 

 

 

 

 

８（３）データの傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明する問題です。データの分布の様子を

捉える場面では、データの傾向を的確に捉えて判断できることが大切です。その上で、見いだした分布の特

徴から結論をいうためにふさわしい根拠となるものを取り上げ、判断したこととその理由について説明する

ような学習が大切です。 

５ 与えられたデータから中央値を求める問題です。

データに基づいて不確定な事象を考察する場面

において、数・式、図、表、グラフなどを活用し

て、数学的に処理することが大切です。 
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２ 課題と今後の取り組み 

 

【国語】 
 □豊富な語彙力が、すべての力の背景・基礎となります。漢字の学習に加えて慣用句、四字熟語など、語彙の習得に力

を入れ、いっそうの定着をはかります。 

 □授業の中で文章の読み取りや、書くことが苦手な生徒にも取り組みやすい課題を設定し、書く機会を設けることで、

読むことや書くことの基礎的な力が着実に身につくように指導に取り組みます。また、問題文の読み取り方を学習

し、体得することにも取り組みます。 

 □話し合いの場を多く設けることで、聞き手の考えを整理したり確認したりすることに慣れる生徒が多くなると考えま

す。話す・聞く力のみならず書く力の向上につながると考えられ、いっそうの充実を図ります。 

□無解答の低さからも、課題に根気強く取り組もうとする姿勢が身についています。生徒の一生懸命に学習に取り組も

うとする姿勢を大切にし、これまでの指導を継続します。 

 

【数学】 
 □整数の加法と減法の計算などは、全体としては概ねできています。今後も全ての生徒の計算力の向上のために、基礎

的な問題を繰り返し取り組む機会を設けます。 

 □与えられた表やグラフ、データから、必要な情報を読み取ることは、全体としてよくできています。今後も授業にお

いて技能の定着に取り組んでいきます。 

 □事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することに課題が残ると思われます。パターン化されていな

いものを説明できるようにするために、時間をかけて数学的根拠に基づき考えることと、相手に伝わるような表現の

仕方を授業でも進めていくようにします。 

 □全道、全国に比べて無解答率が低く、正解に結びつかなくても根気強く解答しようとする姿勢が見られました。今後

は、これまでの指導を継続しつつ、生徒の一生懸命に学習に取り組もうとする気持ちを大切にし、「できた」と実感

できるような指導に努めます。 

 

 

 

３ 児童生徒質問紙の結果 

 

【生活習慣】 
□ほぼ毎日、同じ時間に起床している生徒が多いものの、就寝時間が決まっていない生徒が見られます。活気ある前向

きな生活を送るためには、家庭での規則正しい生活リズムの確立がのぞまれます。 

□家庭でのゲーム利用の時間は、全国・全道に比べ、やや低めになっていましたが、携帯・スマホ・パソコンの使用時

間などを含む使い方の約束をしていない生徒が多かったです。便利なアイテムとして、スマホやパソコンの重要性が

高まってきていますが、使用時間や使い方について、改めてご家庭で約束事などを決めてほしいです。 

 

【学習習慣】 
□学校の授業以外の普段（月曜日から金曜日）、また、土曜日や日曜日など学校が休みの日の学習時間が、全国や全道の

平均に比べて少なくなっています。学校での学習内容を定着させていくためにも、ある一定時間以上の家庭学習の時

間は必要です。 

□自分で計画を立てて勉強している生徒の割合は、全国とほぼ同様で、前向きに学習に取り組もうとしている姿が見ら

れます。これからは、目標をしっかりと定めることで、学習にむかう意欲を向上させ、家庭学習の充実にもつなげて

ほしいです。 

 

【自己有用感・規範意識】 
 □困っている人を支えたいと考えている生徒、そして、いじめは絶対に良くないと考えている生徒が多く、思いやりと

優しい気持ちの強い生徒が多いです。 

□周囲の人たちの役に立った、喜んでもらえたと感じた場面が少ない傾向があります。コロナ禍で人とのかかわりが制

限されている時期ですが、学級活動で生徒同士のかかわりを多くするとともに、地域の人々との交流や地域の行事へ

の参加の機会も増やしていきたいです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校では今後も家庭や地域の皆様と協力し、生徒一人一人とよい形で関わりながら、生徒それぞれが夢

や目標を実現できる学校づくりを目指して参ります。ご家庭でも、お子様の夢や目標について、親子で話

す機会をさらに設けていただき、前向きに目標を持った中学校生活を送っていけるよう、いっそうの支え

となっていただければと思います。 


